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【博士後期課程】＜入学定員４名＞ 
保健医療福祉分野の中核となる高度研究者育成 

  

 
理学療法学分野

 地域保健福祉学分野

看 護 学 分 野 生活健康科学分野 

博
士
後
期
課
程

【博士前期課程】＜入学定員２０名＞ 
保健医療福祉に関わる広い理解と相互の連携を目指して関連する４分野で構成 

 

 

地域保健福祉学分野 
保健活動学領域 
精神保健学領域 
生活支援福祉学領域 
生活環境学領域 

理学療法学分野 
 運動生理学領域 
 ・運動生理学コース 
 ・機能形態学コース 
 機能障害・回復学領域 
 ・機能障害・回復学コース 
 ・リハビリテーション・福祉工学コース 

生活健康科学分野 
健康・栄養ケア領域 
食生活科学領域 
環境保健学領域 

看 護 学 分 野 
看護教育学領域 
看護基礎科学領域 
看護マネジメント領域 
高齢者・リハビリテーション看護学領域 
小児家族看護学領域（論文／ＣＮＳコース） 
周産母子看護学領域（論文／ＣＮＳコース） 
クリティカルケア看護学領域（論文／ＣＮＳコース） 

博
士
前
期
課
程

【健康科学部】 
４学科 

学 

部 
理学療法学科看 護 学 科 社会福祉学科

看護、理学療法、社会福祉及び栄養の４学科を有する健康科学部を基礎としつつ、地域の保健医療福祉

の向上に貢献しうる高度な専門職業人を育成するため、一次予防に関わる学問領域をも教育・研究の対象

とした大学院博士前期課程と、独創的な研究活動を通して社会の発展と人類の幸福に寄与できる研究者・

教育者の育成を図るため大学院博士後期課程を設置しています。 

博士前期課程では、保健医療福祉の連携・統合を図る教育・研究を推進し、保健医療福祉に関する専門

的な学術の理論及び応用を教授研究することにより、豊かな学識と高度な専門的能力を備えた人材を育成

し、もって学術文化の向上と地域社会の発展に寄与することを目的としています。さらに博士後期課程で

は、健康科学の研究拠点として、地域で暮らす人々が抱える健康や生活、その環境に関する問題に対応で

きるよう、自立して活動を行い、また、高度に専門的な業務に従事するために必要な研究能力および豊か

な学識を養うことを目的としています。 

栄養学科 

 


